
 

10月のほけんだより 

緊急事態宣言は解除されましたが、第６波も来ると予想されています。今後も、気を緩め
ずに今までと同様に、手洗い、マスク着用、三密を避ける、換気などの感染症対策を続けま
しょう。 
 
【子どもたちの様子】 
鼻水、咳の子が増えてきています。熱でお休みする子も出てきています。ほとんどは風邪

の診断です。 
 
【お願い】 
園児に、発熱、倦怠感、のどの違和感、咳、鼻水、嘔吐、下痢などの風邪症状があり、普

段と体調が少しでも異なる場合は、登園せず、早めの受診を行い、軽減するまで家庭保育を
お願いします。 
同居の家族に、同様の症状がみられる場合も、登園を控えてください。PCR検査や抗原検査

を受ける場合、速やかに園に連絡して、また、結果も必ずお知らせください。保育時間外の
場合は、園の携帯へ連絡をしてください。 
送迎は、お子さん一人につき大人１名で速やかにおかえりください。 
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子どもの場合は、１シーズン２回接種が標準で

す。接種してから、２週間以上たたないと効果が

現れないので、接種するかたは、12月の流行期に

入る前に済ませるようにしましょう。ただ、アレ

ルギーのあるお子さんの場合、受けられないこと

もあります。医師とよく相談してください。 

インフルエンザ予防接種の 
シーズンです 

すぐに成長するからと、つい、合わない靴をはか

せていませんか？ 靴が足に合っていないと、不

自然な足の使いかた、歩きかたのまま足が育つこ

とになります。成長著しいこの時期こそ、適切な

靴選びが重要なのです。再度見直してみましょう。 

理想は５mm。すぐに成長することを考え、

５～９mmのゆとりがあるものを。指が自由

に動かせるように、つま先が広がって厚み

があることもだいじ。 

足を固定し、足と靴

を一体化させる。 

調整ベルトが 
ついている 

柔らかく、 
クッション性のある靴底 

足の動きにフィットする柔らかさと、地面か

らの衝撃を和らげるクッション性が必要。 


